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次世代ＥＢサービスの取り扱い開始について 
― セキュリティの強化と利便性の向上を同時に実現します ― 

 
 

  京都銀行（頭取 柏原 康夫）では、平成１９年５月２１日（月）より、㈱ＮＴＴデー

タの提供する「ＶＡＬＵＸ（バリュックス）」を利用した次世代ＥＢサービス「＜京銀＞

新パソコンサービス」の取り扱いを開始いたします。 
  ㈱ＮＴＴデータの「ＶＡＬＵＸ」サービスの開始にあわせて、金融機関の中で、いち
早くサービスの提供を行います。 
 
  現在、当行のＥＢサービスにおいては、当行と電話回線で接続する①「＜京銀＞パソ

コンサービス（以下 旧パソコンサービスという）」とインターネット環境下で接続する

②「インターネットＥＢサービス」の２つを主力サービスとして提供しております。        
  一方、金融機関におけるＥＢサービスを取り巻く環境は大きく変化しており、金融機

関には利便性の良さに加えてセキュリティが大幅に高いサービスの提供が求められてお

ります。 
  今回、取り扱いを開始する「＜京銀＞新パソコンサービス」は、「旧パソコンサービス」
の利便性と「インターネットＥＢサービス」の高いセキュリティを兼ね備えた新しいサ

ービスです。 
 
  当行では、今後とも、多様化するお客様の二－ズにお応えするために、安全性と利便

性を兼ね備えた、質の高いサ－ビスを提供してまいります。                     
 

記 
 
１．サービス名称 

   「 ＜京銀＞ 新パソコンサービス 」 

２．特  徴 
（１）セキュリティの強化 

         「ＶＡＬＵＸ」を利用した本サービスは、お客さまから㈱ＮＴＴデータを経由 

        し、当行に至るまでの間の伝送回線を完全暗号化することにより、高いセキュリ 

       ティを確保することが可能。 
                                   ※「ＶＡＬＵＸ」は、㈱ＮＴＴデータの商標。 

（２）通信速度の向上 
           アクセス回線としてインターネットからの利用が可能となることにより、従 
         来の電話回線からの接続に比べ、取引を行う際の接続および処理スピードが向上。 
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３．ご利用可能なサービス内容（旧パソコンサービスと同様の機能） 

   （１）データ伝送サービス 
             給与・賞与振込、総合振込、地方税納入、預金口座振替（集金代行含む）                     

     （２）ＡＮＳＥＲサービス 
       取引照会（残高照会、入出金明細照会、振込入金明細照会）、 

            資金移動（振込／振替）     
                    
 

４．ご利用手数料   

      本サービスのご利用にあたり、下記（１）～（３）の費用が必要となります。                     

      （１）ＥＢサービスご利用手数料 

項  目 所要費用（税込み） 

サービス基本料 月額    15,750 円 

振込・振替サービス使用料 月額       525 円 

データ伝送サービス使用料 無料（当行経由で専用ソフトをご購入いただいた場合） 
        ※ 他行にてソフトをご購入された場合は、別途契約料（52,500 円）、データ伝送サービス使用料  
             （月額 5,250 円）が必要となります。    
 
（２）初期導入費用 

項  目 所要費用（税込み） 
＜京銀＞新パソコンサービス専用ソフト

「ＥＢＮｅｘｔ」 29,400 円 

                  ※ 専用ソフトは、当行関連会社の㈱ケーケーシー情報システムが販売いたします。 
                  ※ 「ＥＢＮｅｘｔ」は、㈱ＮＴＴデータシステムズの商標です。 

 
（３）ＶＡＬＵＸ利用料 

項  目 初期費用（税込み） 月額費用（税込み） 
基本手数料 5,250 円／接続ＩＤ 2,100 円／接続ＩＤ 
証明書利用料 1,050 円／枚 210 円／枚 
コンテンツアクセス料 無料 525 円／接続ＩＤ 

          ※ 「ＶＡＬＵＸ利用料」は、㈱ＮＴＴデータとのご契約に従ってお支払いただきます。 
 
 

５．実施時期 

   平成１９年５月２１日（予定） 
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６．「新パソコンサービス」の主な特徴（既存サービスとの比較） 

     機 能 新パソコン 
サービス 

インターネット 
ＥＢサービス 

旧パソコン 
サービス 

１回あたりの

送信可能件数 ２,０００件 ５００件 ２,０００件 
利 便 性 

複数の金融機

関との取引 可 能 不 可 可 能 

セキュリティ 送信データの

暗号化 有 有 無 

新ＯＳ対応 ｢VISTA｣での

取引 

可 能 
平成 19年 7月下旬 
より｢ＶＩＳＴＡ｣  
対応版ソフト販売 
開始予定 

可能 
 平成19年7月頃 
 より対応可能と 
 なる見込み 

不 可 

 
 

                                                                         以 上 
 


